
令和２年度学生表彰 
広島大学は，学術研究活動，課外活動，社会活動等において特に顕著な成績・功績を挙げた学生

を表彰しています。 
 
●学術研究活動（学部生） 

学部ごとに，卒業する学生の中から学生100人を目安に1人の「成績優秀者」を選定 
◎総合科学部/樋山 結衣       ◎文 学 部/鈴木 翔矢     
◎教 育 学 部/石飛 幹晴，三木 萌恵子，山下 真由，稲本 夕起，寺川 智紗 
◎法 学 部/秋本 茉純       ◎経 済 学 部/安原 菜々子，濱崎 春香 
◎理 学 部/牛尾 奨吾，東 俊吾  ◎医 学 部/益成 湧太，西岡 実咲 
◎歯 学 部/眞部 遥        ◎薬 学 部/中島 康智 

 ◎工 学 部/南條 駿介，沖永 友広，藤本 尭玄，仲井 瑠菜，八谷 洋輔 
 ◎生物生産学部 /伯川 未咲 
 
●学術研究活動（学部生：専門領域において国内外の学界で高く評価される研究実績をあげた者） 

◎法学部／蓮尾 達也，大庭 フランシス 光瑠（STETSON国際環境法模擬裁判東アジアラウ

ンドにおいてSoongsil’s Spirit賞を受賞） 
 ◎生物生産学部／西原 幹朗（日本動物遺伝育種学会第21回大会において優秀発表賞を受賞） 
 
●学術研究活動（大学院生） 

研究論文，研究業績等が国内外の学界において特に高い評価を受けた者 
◎大学院先進理工系科学研究科博士課程後期／井口 大幹（Heegaard分解の写像類群の構造解明

に関する研究を行い，発表した論文が国際学術雑誌に掲載されるなど，その業績が国内外にお

いて高い評価を受けた） 
◎大学院先進理工系科学研究科博士課程後期／平野 知之（「新規火炎プロセスによるナノ粒子の

高効率合成」の研究成果を筆頭著者として解説にまとめ，学会誌「エアロゾル研究」に掲載さ

れたほか，SCI論文2報が受理されるなど，関連分野の学術研究に多大な貢献をした） 
◎大学院総合科学研究科博士課程前期／片山 春菜（量子ランダムウォークのウォーキング・メ

カニズムを世界で初めて解明することに成功し，それを用いて量子ランダムウォークを自由自

在に操る方法を発見した。トップジャーナルに掲載されるほか，物理学会，応用物理学会，国

際会議でも発表を行うなど，国内外において高い評価を受けた） 
◎大学院理学研究科博士課程後期／秋坂 陸生（原著学術論文4報と総説2報の発表，第18回アジ

ア化学会議でBest Prize賞の受賞など，関連分野の学術研究に多大な貢献をした） 
◎大学院先端物質科学研究科博士課程後期／山口 匡訓（2020日本金属学会第43回技術開発賞受

賞，学協会会報誌2報，SCI論文6報を発表，Thermec2020委員及び奨学生に選出など，関連分

野の学術研究に多大な貢献をした） 
◎大学院医歯薬保健学研究科博士課程／鵜飼 翔一（抗癌剤5-FU耐性胃癌オルガノイドの樹立に

世界で初めて成功し，国際学術誌に掲載されるなど，胃癌の分子病理学的研究に関する業績が

国内外において高い評価を受けた） 
◎大学院工学研究科博士課程後期／野口 寛貴（筆頭著者として3本，連名者として2本の計5本
のSCI論文が採択され，関連分野の学術研究に多大な貢献をした） 

◎大学院工学研究科博士課程前期／李 佳倫（令和2年度公益財団法人古川技術振興財団の奨学

生に採択され，またSCI論文3報を研究成果公表するなど，関連分野の学術研究に多大な貢献を

した） 
◎大学院生物圏科学研究科博士課程後期／河合 賢太郎（水産生物の資源管理に関連するSCI論
文5報を発表し，国内外で多数の学会発表を行うなど，関連分野の学術研究に多大な貢献をし



た） 
◎大学院国際協力研究科博士課程後期／CANDELARIA JOHN LEE PAMPLONA（チュラロン

コン大学のENITAS Scholarshipを受賞したほか，国際会議及び国内会議における発表，3編の

論文公刊など，国内外において高い評価を受けた） 
 
●課外活動 
 体育系：「全国規模の競技会での入賞及びそれに準じる成績」以上の成績を収めた者 
 文化系：「全国規模のコンクール等での高い評価及びそれに準じる評価」以上の評価を得た者 
◎体育会漕艇部／松口 海人（第47回全日本大学選手権大会 男子シングルスカル 6位） 
◎体育会トライアスロン部／坂本 宏樹（2020日本学生スプリントトライアスロン選手権大会 

個人オープン男子 5位） 
◎医学部／日浅 正紀（第21回ショパン国際ピアノコンクールin ASIA 全国大会 ショパニス

トA部門 金賞） 
◎大学院教育学研究科／三宅 伽奈（第26回フッペル鳥栖ピアノコンクール2020 ジュニア部門

Aコース 大学，一般の部 3位） 
 
●社会活動 
 ボランティア活動，人命救助，犯罪防止，災害防止等の社会活動で特に顕著な功績があった者 
 ◎東広島テイクアウトプロジェクト／小泉 鴻一，中野 瑛登（新型コロナウィルス感染症拡大

による東広島市の飲食店への深刻な経済的影響に対して，東広島市，合同会社ひとむすびと共

同で「東広島テイクアウトマップアプリ」を企画開発し，一般市民向けに無償提供を行った） 
 ◎医学部／黒瀬 美羽子（アルバイト先のコンビニエンスストアで特殊詐欺被害を未然に防止し

た） 
 ◎大学院国際協力研究科／KOIKOI JR ALVIN KARTA（広島のBlack Lives Matterのリーダー

を務め，人種差別反対を訴える社会活動を主導し，2020年「学生ヒロシマ宣言」のリーダーを

務め，世界に向けて平和のメッセージを発信した），西野 旅峰（南北アメリカ，欧州，アフリ

カを自転車で旅した経験を基に，世界に存在する問題について各地で講演し，経験をまとめた

書籍を出版するなど，平和への意識を高めることに貢献した） 
 
●その他の活動 
 その行為が社会的に高く評価され，本学学生の模範となりうる者 

◎大学院先進理工系科学研究科／鎌田 拓実（船舶自動識別装置（AIS）データの分析に関する

国際ワークショップ「AIS Big Data Hackathon」学生部門 世界1位） 
 
 




